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進化をめぐる冒険 
ミステリー・クレイフィッシュと単為生殖 

無精卵から雌が生まれる単為生殖を続けますが、

秋になると無精卵から雄も孵り、有性生殖をして

有精卵を残します。有精卵は越冬し、翌春からは

また雌だけで単為生殖をします。 

 しかし、雌による単為生殖だけしかしないとい

う動物もいます。ワムシが有名ですが、10年程前

ドイツで見つかったザリガニ、ミステリー・クレ

イフィッシュも単為生殖しかしません。 

―有性生殖と単為生殖は、どちらが有利なので

しょうか。 

 単為生殖は、有性生殖より簡単に数を増やせま

すし、個体数が少なく、雄がいないような場合に

は有利です。しかし基本的に、子は親と同じ遺伝

子を持つクローンです。有性生殖は雄と雌の遺伝

子が混ざるので、様々な性質をもった個体が生ま

れます。 

 

理学研究院 栃内 新 先生 

 受精卵が細胞分裂を繰り返し、目や手などの生

物のからだを形作っていく過程が発生です。理学

研究院・多様性生物学分野の栃内先生は、動物の

発生と進化との関係について研究されています。

アフリカツメカエルやザリガニ、ヤマトヒメミミ

ズなどたくさんの生き物のいる研究室にお伺いし

ました。 

 

―ご専門は進化発生学ということですが、発生の

過程で進化と同じ変化の道筋が再現されている、

という話を聞いたことがあります。 

 それは19世紀に提唱された「個体発生は系統発

生を繰り返す」という有名な概念ですが、現在は

修正されています。例えばヒトの胎児には、魚類

のえらに似た形の構造を作る時期がありますが、

その構造でえら呼吸をしているわけではなく、や

がてそこから耳小骨や甲状腺が作られる部分です。

また、脊椎動物は動物全体から見るとよく似た同

士の小さなグループで、魚類と哺乳類の胚（胎

児）同士が似ていても不思議はありません。この

ようなことは発生と進化を別々に研究してもわか

りません。両者を統一的に理解しようとするのが、

進化発生学です。 

―最近のご研究について教えてください。 

 最近は無性生殖に関心があります。有性生殖の

場合は雄雌の間で子をつくりますが、無性生殖の

場合は一個体で子をつくれます。無性生殖の中で

も、雄雌で有性生殖をするはずの動物がメスのみ

で生殖する、単為生殖と呼ばれるものに注目して

います。 

 例えばミジンコは夏の間は雌だけしかいなく

て単為生殖で増え、 



ミステリーに雄の特徴があらわれました。雌し

かいないミステリーが雄の遺伝子を持っている

のです。雄を人為的につくることで、再び有性

生殖に戻るような「逆進化」が起こったら、そ

こから、なぜ雄がいなくなったのか調べること

ができるかもしれません。 

 いろんな動物を研究することで、地球全体の

動物の進化の謎が解けるかもしれません。進化

発生学はいま、大変面白いと思います。 

―HUSCAPには、運用当初からご協力いただ

いています。 

 HUSCAPのような無料で論文を公開できる

システムは知れば知るほど面白いです。やって

みてわかったのは、日本語の資料が一般の方に

よく読まれていることです。そこで、日本語の

資料をもっと公開することで、北大の研究者が

どういう研究をしているかを一般の方に発信で

きて、HUSCAPが「大学のショーケース」と

して現実に機能してくるのではないでしょうか。 

 そのために、HUSCAPはもう一歩ふみこん

でもいいのかもしれませんね。私たち自然科学

系の研究者は日常的な研究論文を英語で書きま

すが、日本語の要旨などを加えることで、研究

成果の広報としても活用できるでしょう。 

  HUSCAPは一般の方々と研究者とをつなぐ

役割を果たしていけると確信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つまり全ての個体が少しずつ異なる性質をも

つため、環境が変化しても生き残る個体が出現

する確率が高いのです。単為生殖はその逆で、

常に高い絶滅のリスクを伴います。 

 一方、コモドドラゴンも単為生殖をすること

がわかっていますが、卵からは必ず雄が孵りま

す。そうして、孵った雄と有性生殖をする。単

為生殖は有性生殖が難しいときに子孫を残すた

めの最後の手段ではないか、とも思います。 

―ミステリー・クレイフィッシュを使った研究

というのは？ 

 人為的にミステリーの雄を作り出すことがで

きないか、挑戦しています。生物の雄雌は性染

色体により決まりますが、雄のからだをつくる

遺伝子と雌のからだをつくる遺伝子は雄の個体

にも雌の個体にも両方備わっています。雄性ホ

ルモンを分泌する器官（造雄腺）をアメリカザ

リガニの雄からミステリー（雌）に移植したと

ころ、ホルモンのはたらきで 

HUSCAPで読めます！ 栃内先生の研究成果 
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